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次

 

ペ
ー
ジ

規　
　
　

則

〇
児
童
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
子
育
て
支
援
課
）　
　

一

訓
令
甲
・
企
業
局
・
議
会
・
人
事
委
員
会
・
監
査
委
員
・

宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

〇
職
員
安
全
衛
生
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

（
職
員
厚
生
課
）　
　

二

告　
　
　

示

〇
国
土
調
査
の
指
定 

（
地
域
復
興
支
援
課
）　
　

二

〇
県
営
土
地
改
良
事
業
の
工
事
の
完
了 

（
農
村
振
興
課
）　
　

二

〇
保
安
林
の
指
定
の
解
除
の
予
定 

（
森
林
整
備
課
）　
　

二

〇
漁
船
損
害
等
補
償
法
に
基
づ
く
加
入
区
の
変
更 
（
水
産
業
振
興
課
）　
　

三

〇
漁
船
損
害
等
補
償
法
に
基
づ
く
付
保
義
務
の
同
意
成
立 
（　
　

同　
　

）　
　

三

〇
漁
船
損
害
等
補
償
法
に
基
づ
く
付
保
義
務
の
消
滅 

（　
　

同　
　

）　
　

三

〇
道
路
の
区
域
変
更 

（
道　

路　

課
）　
　

三

〇
平
成
六
年
宮
城
県
告
示
第
二
百
七
十
七
号
（
県
道
の
路
線
認
定
）
の
一
部
改
正 

（　
　

同　
　

）　
　

三

〇
市
街
地
再
開
発
組
合
の
事
業
計
画
変
更
の
認
可 

（
都
市
計
画
課
）　
　

四

〇
建
築
士
免
許
の
取
消
し 

（
建
築
宅
地
課
）　
　

四

〇
土
地
改
良
事
業
計
画
の
変
更
の
認
可 

（
仙
台
地
方
振
興
事
務
所
）　
　

四

公　
　
　

告

〇
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表 

（
人　

事　

課
）　
　

四

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
係
る
落
札
者
の
決
定 

（
新
産
業
振
興
課
）　
　

四

〇
県
営
土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
の
縦
覧 

（
農
村
振
興
課
）　
　

五

選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

五

〇
宮
城
県
公
職
選
挙
執
行
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

五

公
安
委
員
会

〇
警
備
業
法
第
四
十
二
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
機
械
警
備
業
務
管
理
者
講
習
の

　

実
施 

五

雑　
　
　

報

〇
公
立
大
学
法
人
宮
城
大
学
平
成
二
十
七
年
度
財
務
諸
表
の
公
告 

六

規　
　
　

則

　

児
童
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
九
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
百
十
号

　
　
　

児
童
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

児
童
福
祉
法
施
行
細
則
（
昭
和
五
十
九
年
宮
城
県
規
則
第
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
児
童
福
祉
司
の
数
）

第 

一
条
の
二　

法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
置
く
児
童
福
祉
司
（
以
下
「
児
童
福
祉
司
」
と
い
う
。）
の
数
は
、

各
児
童
相
談
所
に
つ
き
各
年
度
に
お
い
て
、
第
一
号
に
掲
げ
る
数
と
第
二
号
に
掲
げ
る
数
と
を
合
計
し
た
数
以
上
の

数
と
す
る
。

　

一 　

当
該
児
童
相
談
所
の
管
轄
区
域
に
お
け
る
人
口
（
公
表
さ
れ
た
最
近
の
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
も
の
と
す

る
。
次
号
ロ
に
お
い
て
同
じ
。）
を
四
万
で
除
し
て
得
た
数
（
そ
の
数
に
一
に
満
た
な
い
端
数
が
あ
る
と
き
は
、

こ
れ
を
一
に
切
り
上
げ
る
。）

　

二 　

イ
に
掲
げ
る
件
数
か
ら
ロ
に
掲
げ
る
件
数
を
控
除
し
て
得
た
件
数
（
そ
の
件
数
が
零
を
下
回
る
と
き
は
、
零
と

す
る
。）を
四
十
で
除
し
て
得
た
数（
そ
の
数
に
一
に
満
た
な
い
端
数
が
あ
る
と
き
は
、こ
れ
を
一
に
切
り
上
げ
る
。）

　
　

イ 　

当
該
年
度
の
前
々
年
度
に
お
い
て
当
該
児
童
相
談
所
が
児
童
虐
待
（
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
二
年
法
律
第
八
十
二
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
児
童
虐
待
を
い
う
。）
に
係
る
相
談
に
応
じ
た
件
数

　
　

ロ 　

省
令
第
五
条
の
二
の
二
に
規
定
す
る
件
数
に
当
該
児
童
相
談
所
の
管
轄
区
域
に
お
け
る
人
口
を
乗
じ
て
得
た
件
数

２ 　

法
第
十
三
条
第
五
項
の
指
導
及
び
教
育
を
行
う
児
童
福
祉
司
の
数
は
、
各
児
童
相
談
所
に
つ
き
、
児
童
福
祉
司
の

数
を
六
で
除
し
て
得
た
数
（
そ
の
数
に
一
に
満
た
な
い
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
す
る
。）
以
上
の

数
と
す
る
。
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附　

則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２ 　

平
成
二
十
八
年
度
（
平
成
二
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
に
限
る
。）
に

お
け
る
改
正
後
の
児
童
福
祉
法
施
行
細
則
第
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
一
号
中
「
四

万
」
と
あ
る
の
は
、「
六
万
」
と
し
、
平
成
二
十
九
年
度
及
び
平
成
三
十
年
度
に
お
け
る
同
項
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
同
号
中
「
四
万
」
と
あ
る
の
は
、「
五
万
」
と
す
る
。

訓
令
甲
・
企
業
局
・
議
会
・
人
事
委
員
会
・

監
査
委
員
・
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

〇
宮
城
県
訓
令
甲
第
十
九
号

〇
宮
城
県
企
業
局
管
理
規
程
第
一
号

〇
宮
城
県
議
会
訓
令
甲
第
五
号

〇
宮
城
県
人
事
委
員
会
訓
令
第
六
号

〇
宮
城
県
監
査
委
員
訓
令
第
三
号

〇
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
訓
令
第
二
号

　

職
員
安
全
衛
生
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
九
月
三
十
日

 

宮

城

県

知

事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

 

宮
城
県
公
営
企
業
管
理
者　
　

犬　
　

飼　
　
　
　
　

章　
　
　

 

宮

城

県

議

会

議

長　
　

中　
　

山　
　

耕　
　

一　
　
　

 

宮
城
県
人
事
委
員
会
委
員
長　
　

小　
　

川　
　

竹　
　

男　
　
　

 

宮
城
県
代
表
監
査
委
員　
　

工　
　

藤　
　

鏡　
　

子　
　
　

 

宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
会
長　
　

畠　
　

山　
　

喜　
　

勝　
　
　

　
　
　

職
員
安
全
衛
生
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

職
員
安
全
衛
生
管
理
規
程
（
平
成
二
十
三
年
宮
城
県
訓
令
甲
第
十
号
、
平
成
二
十
三
年
宮
城
県
企
業
局
管
理
規
程
第

六
号
、
平
成
二
十
三
年
宮
城
県
議
会
訓
令
甲
第
六
号
、
平
成
二
十
三
年
宮
城
県
人
事
委
員
会
訓
令
第
三
号
、
平
成
二
十

三
年
宮
城
県
監
査
委
員
訓
令
第
五
号
、
平
成
二
十
三
年
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
訓
令
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

　

第
十
五
条
第
一
項
の
表
塩
釜
地
区
の
項
中
「
多
賀
城
市
」
の
下
に
「
、
富
谷
市
」
を
加
え
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
八
年
十
月
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

告　
　
　

示

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
九
十
五
号

　

国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
調
査
を
国
土
調
査
と
し

て
指
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
九
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

指
定
年
月
日

　
　

平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
三
日

二　

調
査
を
行
う
者
の
名
称
及
び
調
査
地
域

名　
　

称

調　
　
　
　

査　
　
　
　

区　
　
　
　

域

東
松
島
市

東
松
島
市
野
蒜
字
上
山
ノ
坊
の
一
部
、
同
市
野
蒜
字
宇
津
の
一
部
及
び
同
市
大
塚
字
大
東
の

一
部

三　

調
査
期
間

　
　

平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
三
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
九
十
六
号

　

県
営
土
地
改
良
事
業
に
伴
う
工
事
を
次
の
と
お
り
完
了
し
た
の
で
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十

五
号
）
第
百
十
三
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
九
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

地　

区　

名

事　

業　

の　

名　

称

工
事
完
了
年
月
日

牛
橋

農
山
漁
村
地
域
復
興
基
盤
総
合
整
備
事
業
（
水

利
施
設
整
備
事
業
）

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
二
日

真
野
大
谷
地

農
山
漁
村
地
域
復
興
基
盤
総
合
整
備
事
業
（
農

地
整
備
事
業
）

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
五
日

加
々
巻

湛
水
防
除
事
業

平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
九
十
七
号

宮　　城　　県　　公　　報第2796号　平成28年９月30日　金曜日 （2）



　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を

解
除
す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
九
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

岩
沼
市
（
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　

潮
害
の
防
備

三　

解
除
の
理
由

　
　

道
路
用
地
と
す
る
た
め

　

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
）
及
び
岩
沼
市
役
所
に
備
え
置

い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
九
十
八
号

　

漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
百
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
昭
和
三
十
九
年

宮
城
県
告
示
第
五
百
七
十
二
号
（
加
入
指
定
に
関
す
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
九
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

加

入

区

の

名

称

加

入

区

の

区

域

新

旧

新

旧

寄
磯
前
網
加
入
区

牡
鹿
町
寄
磯
加
入
区

石
巻
市
寄
磯
浜
前
浜
、

梅
沢
及
び
前
網
一
円

石
巻
市
寄
磯
浜
前
浜
及

び
梅
沢
一
円

前
網
加
入
区

石
巻
市
寄
磯
浜
前
網
一

円

谷
川
加
入
区

鮫
浦
加
入
区

石
巻
市
鮫
浦
、
谷
川
浜

及
び
大
谷
川
浜
一
円

石
巻
市
鮫
浦
一
円

谷
川
加
入
区

石
巻
市
谷
川
浜
及
び
大

谷
川
浜
一
円

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
九
十
九
号

　

漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
百
十
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
審
査

し
た
結
果
、
亘
理
町
加
入
区
に
つ
い
て
、
同
法
第
百
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
意
が
あ
っ
た
も
の
と
認
め
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
九
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
号

　

漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
百
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
加
入

区
の
指
定
漁
船
を
普
通
損
害
保
険
に
付
す
べ
き
義
務
は
消
滅
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
九
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

加
入
区
の
名
称

加　
　
　

入　
　
　

区　
　
　

域

牡
鹿
町
寄
磯
加
入
区

石
巻
市
寄
磯
浜
前
浜
及
び
梅
沢
一
円

前
網
加
入
区

石
巻
市
寄
磯
浜
前
網
一
円

鮫
浦
加
入
区

石
巻
市
鮫
浦
一
円

谷
川
加
入
区

石
巻
市
谷
川
浜
及
び
大
谷
川
浜
一
円

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
一
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
八
年
九
月
三
十
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
仙
台

土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
九
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

道　

路　

名　

大
和
松
島
線

三　

道
路
の
区
域変

更

の

区

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

黒
川
郡
大
郷
町
鶉
崎
字
里
部
二
六
番
一
地
先
か
ら

同
郡
同
町
鶉
崎
字
里
部
三
七
番
五
地
先
ま
で

前

一
二
・
四
〜

 

四
〇
・
〇

 

八
五
・
〇

後

　
　
　

　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
二
号
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平
成
六
年
宮
城
県
告
示
第
二
百
七
十
七
号
（
県
道
の
路
線
認
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
八
年

十
月
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
九
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

表
二
五
六
の
項
中
「
黒
川
郡
富
谷
町
」
を
「
富
谷
市
」
に
改
め
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
三
号

　

都
市
再
開
発
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
八
号
）
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
市
街
地
再
開
発

組
合
の
事
業
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
九
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

組
合
の
名
称

　
　

立
町
二
丁
目
五
番
地
区
市
街
地
再
開
発
組
合

二　

事
業
施
行
期
間

　
　

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

三　

施
行
地
区

　

 　

石
巻
市
立
町
二
丁
目
十
二
番
一
、
十
三
番
三
、
十
四
番
三
、
十
五
番
十
一
、
二
十
五
番
一
、
二
十
五
番
三
、
二
十

六
番
一
、
二
十
六
番
二
、
二
十
七
番
、
二
十
七
番
二
、
二
十
七
番
三
、
二
十
八
番
二
、
二
十
八
番
三
、
二
十
九
番
二
、

三
十
番
二
、
三
十
番
三
、
三
十
一
番
二
の
一
部
及
び
三
十
一
番
三

四　

事
務
所
の
所
在
地

　
　

石
巻
市
立
町
二
丁
目
五
番
四
号

五　

設
立
認
可
の
年
月
日

　
　

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
四
日

六　

変
更
の
内
容

　
　

事
業
施
行
期
間
の
終
期
を
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
に
変
更
す
る
。

七　

変
更
認
可
の
年
月
日

　
　

平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
三
日

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
四
号

　

建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
建
築
士
の
免
許
を

取
り
消
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
九
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

免
許
取
消
年
月
日

氏　
　

名

一
級
建
築
士
、
二

級
建
築
士
又
は
木

造
建
築
士
の
別

登
録
番
号

免
許
取
消
し
の
理
由

平
成
二
十
八
年
九
月
二

十
日

佐
藤　

勝
義

二
級
建
築
士

第
四
千
四
百
三
十

八
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
二

十
日

森
谷　

隆
三

二
級
建
築
士

第
七
千
四
百
二
十

八
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
二

十
日

庄
子　

正
一

木
造
建
築
士

第
一
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
二

十
日

石
川　
　

清

木
造
建
築
士

第
二
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
二

十
日

伊
藤　
　

治

木
造
建
築
士

第
百
二
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
二

十
日

湯
澤　

志
郎

木
造
建
築
士

第
二
百
一
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
五
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
宮
城
郡
松
島
町
手
樽

土
地
改
良
区
が
行
う
土
地
改
良
事
業
（
維
持
管
理
）
計
画
の
変
更
を
平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
日
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
九
月
三
十
日　

 

宮
城
県
仙
台
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

髙　
　

橋　
　

総
一
郎　
　
　

公　
　
　

告

〇
宮
城
県
の
任
用
、
給
与
、
勤
務
条
件
等
の
人
事
行
政
運
営
の
全
般
を
明
ら
か
に
し
、
人
事
行
政
に
お
け
る
公
正
性
及

び
透
明
性
を
確
保
す
る
た
め
、
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
七
年
宮
城
県
条
例
第
二

十
号
）
第
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
宮
城
県
の
平
成
二
十
七
年
度
に
お
け
る
人
事
行
政
の
運
営
の
状
況
及
び
人
事
委
員

会
の
業
務
の
状
況
に
つ
い
て
別
冊
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
九
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
九
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

落
札
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

宮
城
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
で
使
用
す
る
電
気　

年
間
約
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百
八
十
七
万
五
千
四
百
八
十
八
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時

二 　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

経
済
商
工
観
光
部
新
産
業
振
興
課　

仙
台
市
青

葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

平
成
二
十
八
年
九
月
九
日

四　

落
札
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
所
在
地　

株
式
会
社
エ
ネ
ッ
ト　

東
京
都
港
区
芝
公
園
二
丁
目
六
番
三
号

五　

落
札
金
額　

一
億
一
千
三
百
五
十
二
万
五
百
二
十
一
円

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札

七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

平
成
二
十
八
年
八
月
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〇
県
営
七
ヶ
宿
２
期
地
区
土
地
改
良
事
業
農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付
金
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
（
生
産
基
盤
型
事

業
）
計
画
の
変
更
に
当
た
り
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
の
三
第
四
項
の
規

定
に
よ
る
協
議
を
行
う
の
で
、
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
の
二
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
当

該
土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
の
概
要
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
当
該
土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
の
概
要
に
意
見
が
あ
る
者
は
、
宮
城
県
知
事
に
対
し
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
九
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　

 　

県
営
七
ヶ
宿
２
期
地
区
土
地
改
良
事
業
農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付
金
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
（
生
産
基
盤
型

事
業
）
変
更
計
画
概
要
書

二　

縦
覧
期
間

　
　

平
成
二
十
八
年
九
月
三
十
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所　

　
　

七
ヶ
宿
町
役
場

四　

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

１　

提
出
期
限　

平
成
二
十
八
年
十
月
三
十
一
日

　

２　

提
出
方
法　

宮
城
県
大
河
原
地
方
振
興
事
務
所
長
あ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

送
付
先　

〒
九
八
九

－

一
二
四
三　

宮
城
県
柴
田
郡
大
河
原
町
字
南
一
二
九

－

一

　
　
　

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　
ｏ
ｋ
ｓ
ｇ
ｓ
ｉ
ｎ
ｋ
ｓ
＠
ｐ
ｒ
ｅ
ｆ
．
ｍ
ｉ
ｙ
ａ
ｇ
ｉ
．
ｊ
ｐ

　

３ 　

意
見
書
の
様
式
等　

様
式
は
任
意
で
す
が
、
言
語
は
日
本
語
に
限
り
ま
す
。
ま
た
、
氏
名
（
法
人
名
）
及
び
連

絡
先
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

４ 　

意
見
書
の
取
扱
い　

提
出
さ
れ
た
意
見
書
の
内
容
は
、
七
ヶ
宿
町
役
場
で
縦
覧
に
供
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
提
出

さ
れ
た
意
見
に
対
し
て
は
、
個
別
に
回
答
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
御
了
承
願
い
ま
す
。

　

５　

そ
の
他　

電
話
に
よ
る
意
見
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
選
管
告
示
第
百
三
十
七
号

　

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
九
月
三
十
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

　
　
　

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

　

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会
規
程
（
昭
和
二
十
三
年
宮
選
管
告
示
第
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
十
四
条
第
二
項
の
表
中
「
黒
川
郡
」
を
「
富
谷
市
、
黒
川
郡
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
八
年
十
月
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
宮
選
管
告
示
第
百
三
十
八
号

　

宮
城
県
公
職
選
挙
執
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
九
月
三
十
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

　
　
　

宮
城
県
公
職
選
挙
執
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

　

宮
城
県
公
職
選
挙
執
行
規
程
（
昭
和
三
十
一
年
宮
選
管
告
示
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
三
宮
城
野
、
若
林
、
泉
、
黒
川
の
項
中
「
黒
川
」
を
「
富
谷
・
黒
川
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
八
年
十
月
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

公
安
委
員
会

〇
宮
城
県
公
安
委
員
会
告
示
第
126号

　
警
備
業
法
（
昭
和
47年

法
律
第
117号

）
第
42条

第
２
項
第
１
号
に
規
定
す
る
機
械
警
備
業
務
管
理
者
講
習
を
次
の

と
お
り
実
施
す
る
。

　
　
平
成
28年
９
月
30日
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雑　
　
　

報

〇
公
立
大
学
法
人
宮
城
大
学
理
事
長
か
ら
、
次
の
と
お
り
公
報
掲
載
の
依
頼
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
九
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
三
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
立
大
学
法

人
宮
城
大
学
平
成
二
十
七
年
度
財
務
諸
表
を
別
冊
の
と
お
り
公
告
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
九
月
三
十
日

 

公
立
大
学
法
人
宮
城
大
学　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

理
事
長　
　

西　
　

垣　
　
　
　
　

克　
　
　

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
相
澤
　
博
彦
　
　

１
　
講
習
実
施
期
日

　
　
平
成
28年
11月
８
日
（
火
）
か
ら
同
月
11日
（
金
）
ま
で
の
４
日
間

２
　
実
施
場
所

　
　
仙
台
市
泉
区
天
神
沢
１
丁
目
４
番
11号

　
　
一
般
社
団
法
人
宮
城
県
警
備
業
協
会

３
　
受
講
定
員

　
　
40人
程
度

４
　
事
前
申
込
み

　
⑴
　
受
付
専
用
電
話

　
　
 　
宮
城
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部
生
活
安
全
企
画
課
受
付
専
用
電
話
（
022－

224－
7311）

に
て
事
前
申
込
み
を

受
け
付
け
る
。（
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
電
話
番
号
、
勤
務
先
等
を
聴
取
）

　
　
　
な
お
、
１
回
の
電
話
で
の
受
付
は
１
人
と
す
る
。

　
⑵
　
受
付
期
間

　
　
 　
平
成
28年
10月
11日
（
火
）
か
ら
同
月
17日
（
月
）
ま
で
の
土
、
日
曜
日
を
除
く
５
日
間
（
10月
11日
か
ら
同

月
14日
ま
で
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
最
終
日
の
み
午
後
３
時
ま
で
）

　
　
 　
な
お
、
受
付
は
先
着
順
と
し
、
定
員
に
達
し
た
場
合
は
期
間
内
で
あ
っ
て
も
締
め
切
る
。

５
　
受
講
手
続

　
⑴
　
申
込
み
受
付
期
間

　
　
 　
平
成
28年
10月
18日
（
火
）
か
ら
同
月
24日
（
月
）
ま
で
の
土
、
日
曜
日
を
除
く
５
日
間
（
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で
）

　
⑵
　
申
込
書
の
提
出
先

　
　
 　
事
前
申
込
み
の
際
に
申
込
先
警
察
署
を
指
定
す
る
の
で
、
申
請
受
付
期
間
内
に
指
定
さ
れ
た
警
察
署
生
活
安
全

課
に
提
出
す
る
こ
と
。

　
　
　
な
お
、
郵
送
及
び
代
理
人
に
よ
る
提
出
は
受
け
付
け
な
い
。

　
⑶
　
提
出
書
類

　
　
　
機
械
警
備
業
務
管
理
者
講
習
受
講
申
込
書
　
１
通

　
⑷
　
受
講
手
数
料

　
　
 　
公
安
委
員
会
関
係
手
数
料
条
例
（
平
成
12年
宮
城
県
条
例
第
21号
）
第
２
条
第
１
項
の
表
68の
項
に
基
づ
き
、

38,000円
の
額
に
相
当
す
る
宮
城
県
収
入
証
紙
に
よ
り
、
受
講
申
込
時
に
納
付
す
る
こ
と
。

６
　
講
習
の
委
託
先

　
　
仙
台
市
泉
区
天
神
沢
１
丁
目
４
番
11号

　
　
一
般
社
団
法
人
宮
城
県
警
備
業
協
会

７
　
そ
の
他

　
　
講
習
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
　
宮
城
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部
生
活
安
全
企
画
課

　
　
（
電
話
番
号
022－

221－
7171　

内
線
3054、

3055）
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